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更生した紳戸支部第一画論會

　　　場　所　　神戸市脚戸匠鞘町通二丁目　昭和ビル六階海鹿クラブ室

　　　日　　日延　　　　口召禾012左昇10月23日18日寺

　　　出席者　　20名

　1帥戸支部の二合は最近絶えてあったので今日相見る人は殆んど始めての人許

り．しかし名刺交換などにてなごやかな交りが直ちに結ばれる．

　18時40分改獲氏進行係となり開會の挨拶あり．ついで命員各自の自己紹介あ

り．終って早速議事に入る．

　山本先生始め愈員諸兄の活磯な意見の開陳あり。略，次のやうな諸事項が決

定せられた．

L例會は毎月一回即興な土曜夜に開く事・

1．會場は紳戸市Y．M．C．A．と提携の方法を講ずる事，

1．。支部倉卒は年額1圓とする事．

L今年十月より向ふ一．iケ年の任期として美田，融田，柳部，乾を世話人に推

　　す事．

1．會則は原案の準備もなく，叉山本先生のお奨めの如く，例會が事務的な種

　　類の協議に煩はされて絡始するを嫌ひ，制定は別の機會まで延期せり．

1．草取は大阪支部の様式をとらす，會員の蓮絡，諸集會の報告を主として，

　　研究磯表機關とはしない事．

絡って美田，帥田，柳部，乾は別室に退き，役割分憺，叉會の今後の：方針に就

て協議

1．美田，称田は記録及愈計一般を預かる．叉今後開戸支部の事務所は美田方

　　に置く事．

　　柳部，乾は例會その他の集會，及事業の企書に痴り，その方面の準備をす

　　る．又乾は例會毎の記録をつける事．

1．11月例會は13日19時，Y．　M．　C．A．に於て開催．

大禮この二項を決定，當日出席會員に直ちに報告．

　本會の趣意とする天文に關する話題は會員自己紹介の時を始めとし，又，山

本，田中，井本等老練なる先輩のリ1ドにより，會の絡始を貫き，、22時牛ピル

の閉鎖時刻が隔て詩編きを命ぜられた時，省由り惜しい感じで一杯であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一乾　生一



天界200 支　　部　　通　　信 69

　　　　　　　　　　　京都・京星會だより　（10月）

　小鮒，上海の野に，叉東支那の海上に，吾等の兄弟は早くも訪つれた寒冷に

晒されながら，組國の使命を果すために活躍してみる．會員の軍務公用あり，

會員家族の出征もあった．それだけに一封に封ずる關心は大きく，事攣に際し

ての天文趣味，又は團艦の活動といった事もよく研究されてるる・．表面的に出

る活動を避け，會員各個の素質の向上と會の絵力蓄積を計り，一般人に甥する

文化的活動は一時中止，華々しい活動と一暦の大冊展は戦勝緩へといふ目標で

ある．

　0會誌「明星」第15號

　事終に影響されすに趣味を養ふ吾等會員の研究誌として，會誌「京星」第15

號は飛電通り10月下旬三野された．この選挙は學界，先輩の指導協力を求める

ために毎號各方面に配呈されてみる．内容は次の通りで44頁．

　　ペル1徒然草一花山天文豪柴田淑次　宇宙の構造一ジ1ンズ佃泰三課　基礎天文講座

　　‘‘星の名”一字野良椎　太陽三戸ミ望逡鏡一下達英太郎額縁磨用の星座圖の｛’　V｝方一

　　高井博典　アマチュアS詩一河合孝一　7Sつかしき月一山田彌一郎　漢口の空一学部

　　榮一　大津の藤井天文二一西村繁次郎　天丈雑報　編輯後記

　O天女急報「回報」

　事業通知，會員子息，紳戸支部の活動等を掲載した「回報」第27號及び第28

三月ミ喪そ了された．

　O観測指導會

　毎年行はれる初歩の實際観測手ぼどきの會が16日夜催される豫定で，印刷物

が作られ各方面の指導者も決定されたが，當日は生憎雨で月齢の關係もあって

延期も下押す中止になった・

　　　　　　　　　　　　大阪支郡通僧（10月）

　今大阪支部4月以降8月迄の通信は天界9月置10月號に畿表してありますので・

其以後の事業を報告致します．

　◇銀河第1巻第3號目次表紙・地球と火星の軌道，口調・密着焼鳥眞火星の

スケッチ，扉・黄道十二宮の歌，巻頭言・古代日本と時（S．1）火星槻測歴史



70 支　　部　遮　　信 天界200

（伊達）火星観測融渡邊）星のぞき（イグレツク）星座岡形傳読（宮森）近

畿の降高浪論史蹟（津久井）瀬戸黄道光観測所（荒木）火星の観測（伊達）火

星の像縁の突出物（渡遊）観象捜吟（改焚）南島北國（大口）通信（久井）満

洲國時憲書（志龍須）天文街漫歩士）

　◇銀河第1巻第4號　表紙・天王星位置，口檜・密着焼鳥眞天球儀，扉・明治

天皇御製，巻頭言・カガミ（老人星）七夕の丈献と傳読（宮森）攣光星雑話

（西川）月齢速算法（谷口）星のぞき（イグレツク）黄道光問題（瀬戸観測所）

近畿の降星虫説史蹟（津久井）突飛旬（天狗）徴古館・二宮文庫（西森）天丈

街（大駈）

　◇銀河第1巻第5號　表紙・月島圖，口緯密着焼為眞ブインスラ1彗星（知断）

扉・明治天皇御製，巻頭言・字宙の美（田中博士）薪反射鏡（伊達）黄道光と

面面（瀬戸観測所）憂光星雑話（西川）星のぞき（イグレツク）京都の降星傳

論と史蹟（津久井）星座二形二一（宮森）生駒山と天龍i観測（西森）生駒山の

挿話（天涯）星の舞踊（足駄）火玉（土陽）大流星（北野）某苓友人（改磯）

天丈六・4（漫歩士）

　◇以上を夫々5・7・9月の各5日に出行しました・9月訟訴は11日をぐらやにて

開催，「本邦天文墨史論」を井本氏，「通俗回忌學講話」を宮森支部長が話され，

天文談話會に移り出席者19名にて盛況・

　◇9月18・19日の仲秋名月観望會は爾日共悪天候にて中止，19日は其でも熱心

な支部員参加，ペル1日食麟朝聞もない元氣な山本會長を迎へて山上にて土産

話を聴き，喜久乱塾の軍國調観月舞踊を會長始め一同見學しました．

　　　　　　　　　　粕原中學校より

　9月4H，本校の先輩三高の小林兄がわざわざ三校下され，出席者本校生徒

（私共）11名，平帯12名を以て寸寸座談會を開きま．した．兄のもとめにより天刑

に封ずる各自の感想を書き，前の観望會の事，吉籍の紹介，星の親しみ方，生

駒山頂親類會の話，望遠鏡裡の遊星等，種々昌々の話題が出，叉質問慮答等，

頗る愉快に時を過しました．長い休暇後久しぶりで，3ぐ小林兄とは前年ぶりの

曾合でありましたので，中々話題審きす，借別の内に次の倉を約して別れまし

友，以上．


